
トップインタビュー

本
誌

山
種
美
術
館
の
創
立
者
は
山
種

証
券
（
現
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ン
ド
証
券
）
の

創
業
者
で
あ
っ
た
山
﨑
種
二
氏
で
す
ね
。

山
﨑

は
い
。
当
館
は
私
の
祖
父
で
山

種
証
券
や
山
種
産
業
な
ど
を
創
設
し
た
山

﨑
種
二
が
蒐
集
し
た
美
術
品
の
寄
贈
に
よ

り
一
九
六
六
年
に
東
京
・
日
本
橋
兜
町
に

日
本
画
専
門
の
美
術
館
と
し
て
開
館
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
六
年
に
私
の
父

で
二
代
目
館
長
で
あ
っ
た
山
﨑
富
治
が
旧

安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
速
水
御
舟
作
品
一

〇
三
点
を
一
括
し
て
購
入
す
る
な
ど
収
蔵

品
を
増
や
し
、
現
在
で
は
明
治
か
ら
現
在

ま
で
近
現
代
の
日
本
画
を
中
心
に
一
八
〇

〇
点
以
上
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
速
水
御
舟
の
作
品
は
そ
れ
ま
で
所
蔵
し

て
い
た
も
の
と
合
わ
せ
一
一
八
点
に
な
り
、

国
内
外
で
最
も
優
れ
た
御
舟
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
館
は

岩
佐
又
兵
衛「
官
女
観
菊
図
」、
椿
椿
山「
久

能
山
真
景
図
」、
竹
内
栖
鳳「
班
猫
」、
速
水

御
舟
「
炎
舞
」「
名
樹
散
椿
」
の
五
点
の
重

要
文
化
財
や
酒
井
抱
一
「
秋
草
鶉
図
」
な

ど
一
四
点
の
重
要
美
術
品
、
奥
村
土
牛
の

「
鳴
門
」「
醍
醐
」を
は
じ
め
と
す
る
院
展

に
出
品
さ
れ
た
代
表
作
群
、
そ
し
て
横
山

大
観
「
作
右
衛
門
の
家
」、
上
村
松
園

「
砧
」、小
林
古
径「
清
姫
」、村
上
華
岳「
裸

婦
図
」
な
ど
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

国
内
外
で
最
も
優
れ
た

御
舟
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

本
誌

山
﨑
種
二
氏
は
城
山
三
郎
氏
の

小
説
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
立
志
伝
中
の

相
場
師
と
い
わ
れ
た
人
で
す
が
。

山
﨑

山
﨑
種
二
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
て

も
厳
し
い
人
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
横
山
大
観
や
川
合
玉
堂
、
上

村
松
園
、
小
林
古
径
、
奥
村
土
牛
な
ど
多

く
の
画
家
と
親
交
、
支
援
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
私
に
と
っ
て
も
優
し
い
祖
父
で
、

一
歳
の
時
か
ら
祖
父
と
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
が
、
四
季
折
々
に
替
え
ら
れ
る

速
水
御
舟
な
ど
床
の
間
の
掛
け
軸
を
祖
父

に
抱
っ
こ
さ
れ
て
見
て
い
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

本
誌

幼
少
時
か
ら
美
術
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

山
﨑

小
中
学
生
の
頃
に
は
油
絵
を
習

う
な
ど
美
術
は
大
好
き
で
し
た
が
、
美
術

関
連
の
職
業
に
就
く
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
大
学
も
経
済
学
部
に
進
学

し
、
卒
業
後
は
金
融
分
野
に
就
職
す
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
在
学
中
に
美
術
へ
の
興

味
が
大
き
く
な
り
、
二
浪
し
て
東
京
藝
術

大
学
大
学
院
の
美
術
研
究
科
に
進
み
、
速

水
御
舟
の
研
究
で
博
士
号
を
取
得
し
ま
し

た
。
当
時
の
平
山
郁
夫
学
長
に
「
絵
描
き

の
心
が
分
か
る
美
術
館
長
に
な
っ
て
欲
し

い
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
な
励
ま

し
と
な
り
ま
し
た
。
藝
大
で
美
術
史
だ
け

で
な
く
模
写
や
日
本
画
の
実
技
も
学
ん
だ

こ
と
で
、
画
家
の
気
持
ち
が
多
少
分
か
る

よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

本
誌

日
本
橋
兜
町
か
ら
東
京
・
千
代

田
区
三
番
町
に
移
転
し
ま
し
た
が
。

山
﨑

日
本
橋
兜
町
の
建
物
や
設
備
の

老
朽
化
に
伴
い
、
一
九
九
八
年
に
千
鳥
ヶ

淵
に
隣
接
し
た
三
番
町
Ｋ
Ｓ
ビ
ル
に
移
転

し
ま
し
た
。
当
初
は
場
所
が
新
し
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
来
館
者
が
減
り
ま
し
た
が
、

展
示
の
切
り
口
の
工
夫
、
照
明
の
変
更
、

広
報
の
努
力
な
ど
に
よ
り
、
徐
々
に
来
館

者
が
増
加
し
、
二
〇
〇
五
年
に
一
〇
万
人

を
突
破
、
二
〇
〇
七
年
に
は
兜
町
時
代
を

超
え
る
年
間
一
五
万
七
〇
〇
〇
人
を
記
録

し
て
い
ま
す
。

本
誌

現
在
、
新
美
術
館
を
東
京
・
渋

山種美術館館長 山﨑妙子氏
「
ま
た
戻
っ
て
き
た
く
な
る
、と
っ
て
お
き
の
美
術
館
」を
目
指
す
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谷
に
建
設
し
て
い
ま
す
ね
。

山
﨑

三
番
町
の
美
術
館
は
こ
の
五
月

二
三
日
か
ら
七
月
二
六
日
ま
で
開
催
す
る

「
上
村
松
園
╱
美
人
画
の
粋
」
を
も
っ
て

休
館
し
、
今
年
一
〇
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン

す
る
新
美
術
館
の
開
設
準
備
に
入
り
ま
す
。

新
美
術
館
は
Ｊ
Ｒ
山
手
線
恵
比
寿
駅
近
く

の
渋
谷
区
広
尾
に
新
築
し
て
い
る
六
階
建

て
ビ
ル
（
ワ
イ
マ
ッ
ツ
広
尾
）
の
一
階
と

地
下
一
階
を
専
有
、
一
階
に
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
カ
フ
ェ
、
地
下
一
階

に
展
示
室
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
が

設
け
ら
れ
ま
す
。
新
美
術
館
の
デ
ザ
イ
ン

は
日
本
全
国
の
美
術
館
を
回
り
、
私
達
の

感
性
に
合
う
設
計
を
行
っ
て
い
た
日
本
設

計
に
依
頼
、
展
示
室
内
に
は
企
画
展
示
室

と
当
館
の
主
要
作
品
が
い
つ
で
も
鑑
賞
で

き
る
常
設
展
示
室
を
設
置
し
ま
す
。
企
画

展
示
室
と
常
設
展
示
室
を
合
わ
せ
た
展
示

ス
ペ
ー
ス
は
現
在
の
約
二
倍
、
兜
町
時
代

と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
の
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
企
画
展
示
室
は

当
館
所
蔵
の
大
型
作
品
も
ゆ
っ
た
り
と
展

示
で
き
る
天
井
高
の
空
間
に
、
自
由
に
レ

イ
ア
ウ
ト
で
き
る
可
動
壁
を
使
っ
て
、
展

覧
会
に
合
わ
せ
た
理
想
的
な
展
示
環
境
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
最
新
照
明
設
備
を
完
備

し
、
作
品
を
照
ら
す
光
源
が
鑑
賞
の
妨
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
器
具
の
形
や
種
類
、

設
置
の
角
度
に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

設
計
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
下

一
階
の
展
示
室
へ
の
階
段
脇
の
壁
面
（
ロ

ビ
ー
入
口
正
面
）
に
は
加
山
又
造
の
陶
板

壁
画
作
品
「
千
羽
鶴
」
を
設
置
し
ま
す
。

本
誌

新
美
術
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
い

ま
、
還かえ
る
場
所
」
〜
ま
た
戻
っ
て
き
た
く

な
る
、
と
っ
て
お
き
の
美
術
館
〜
で
す
が
。

山
﨑

新
美
術
館
は
「
美
術
を
通
じ
て

社
会
、
特
に
文
化
の
た
め
に
貢
献
す
る
」

と
い
う
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
身
近
に
楽
し
め
る
美
術
館
を
目
指

し
て
お
り
、
よ
り
理
想
的
な
展
示
環
境
で

老
若
男
女
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の

方
々
に
日
本
画
の
優
品
を
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
来

館
者
の
約
八
〇
％
が
五
〇
代
後
半
以
降
の

女
性
な
の
で
、
新
美
術
館
で
は
さ
ら
に
若

い
方
や
外
国
人
を
含
め
て
幅
広
い
層
に
来

館
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

情
報
が
溢
れ
る
現
代
に
は
忘
れ
ら
れ
が
ち

な
物
事
の
本
質
に
立
ち
還
り
、
再
び
訪
れ

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
質
の

高
い
美
術
館
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
豊

か
な
芸
術
に
触
れ
、
新
た
な
気
持
ち
に
な

り
、
そ
し
て
ま
た
戻
っ
て
き
た
く
な
る
、

そ
ん
な
場
所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
誌

新
美
術
館
開
館
記
念
特
別
展
は

「
速
水
御
舟
〜
日
本
画
へ
の
挑
戦
〜
」
で

す
ね
。

山
﨑

重
要
文
化
財
の
「
炎
舞
」
や
「
名

樹
散
椿
」
を
は
じ
め
、「
山
科
秋
」「
春
昼
」

「
百
舌
巣
」「
翠
苔
緑
芝
」な
ど
当
美
術
館

所
蔵
の
御
舟
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
、
御

舟
の
一
九
三
〇
年
の
渡
欧
日
記
や
本
邦
初

公
開
に
な
る
未
完
の
大
作
「
婦
女
群
像
」

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
常
に
挑
戦
者
で
あ

ろ
う
と
し
た
御
舟
の
画
業
の
全
貌
を
紹
介

す
る
展
覧
会
で
、
同
展
を
通
し
て
四
〇
歳

の
若
さ
で
急
逝
し
た
御
舟
が
新
た
に
目
指

し
て
い
た
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
﨑
妙
子

や
ま
ざ
き
・
た
え
こ
）氏

１
９
８
４
年
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済

学
部
卒
業
。
１
９
８
８
年
、
東
京
藝

術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士
課

程
終
了
。
１
９
９
１
年
、
同
大
学
院

美
術
研
究
科
後
期
博
士
課
程
終
了
。

「
速
水
御
舟
の
研
究－

伝
統
と
新
た

な
る
創
造
の
問
題
を
中
心
と
し
て－

」

の
論
文
で
博
士
号
取
得
。同
年
、財
団

法
人
山
種
美
術
財
団
理
事
。
２
０
０

６
年
、山
種
美
術
館
副
館
長
、２
０
０

７
年
、
財
団
法
人
山
種
美
術
財
団
理

事
長
兼
山
種
美
術
館
館
長
に
就
任
。
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